
  

 

 

 

 

 

 

 

  通常運営に向け段階を追った取組を進めます 
 兵庫県の緊急事態宣言が解除され、川西市の市立学校でも５月２７日、２８日 

の登校可能日、６月１日からの分散登校日、と通常運営に向けての段階を追った 

取組を進めていくこととなりました。通常運営に向け大切なのは、子どもたちの 

安全です。国が示す「新しい生活様式」に基づく市教育委員会の方針のもと、加茂小学校とし

て、裏面に掲載している感染予防対策をとっていきます。 

 加茂小学校として、加茂小だより５月号でお知らせした「加茂っ子の学びを止めない」毎日

をつくっていくために、「学ぶ」「整える」「つながる」をキーワードに、学校再開後も引き

続き考えて取り組んでいきます。保護者の皆様方にはご負担をおかけすることもありますが、

ご理解とご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

加茂っ子の学びを止めないプロジェクト「つながる」 

まずは「つながる」からはじめよう 
 ３月から数えるとおよそ３ヶ月に亘る長期休業から、学校再開に向けて少しずつ動き出しま

した。子どもたちは「友だちと出会えてうれしい」という気持ちがある一方で、学校がある生

活に戻ることに少しばかりのしんどさを感じている子もいるのではないでしょうか。誰にとっ

ても休み明けはしんどいものです。 

 そんな中、まず大切にしていきたいのが、「つながる」ことです。確かなつながりがあるこ

とで、子どもたちは様々なことに挑戦していくことが出来ます。小さな子を初めて公園に連れ

てきたとき、最初はおうちの人から離れません。少し安心すると少しずつおうちの人から離れ

て歩いて行きます。ときどき後ろを振り返っておうちの方が見守っているのを確かめると、さ

らに遠くまで歩いて行くのだそうです。安心できるつながりがあるからこそ挑戦できるのです。 

 学校の通常運営に向けて、まずみんなで取り組んでいかなければならないのは、確かなつな

がりをつくっていくことです。友だちといることで安心できる、先生と話すことで安心できる、

失敗しても笑われない、考えたことを話してもクラスのみんなが支えてくれる、そんな集団を

つくっていくことが、最初の目標です。みんなで「つながる」集団づくりをめざしていきます。 

 「つながる」第一歩は「あいさつ」です。マスクをしていてあま

り大きな声は出しにくいのですが、友だちや先生、地域の方と出会

ったら、目を合わせて「おはよう」からスタートしましょう。い

っぱいいろいろな人とあいさつをして、つながっていきましょう。 

 学校再開にあたり、保護者の皆様におかれてはご心配も多々あろ

うことと思います。何かありましたら、学校までお知らせください。

一緒に考えて、取り組んでいきます。 

加 茂 小 だ よ り 
～夢のある楽しい学校をみんなでつくろう～ 令和２年６月号 児童数配布 



６月以降の通常運営に向けた段階を追った取組と行事 
 ○学校生活における保健安全指導周知期間（分散登校日） 

  ・登校班ごとに２つのグループに分けた隔日の分散登校日です。午前中２時間、午前中 

   ３時間と段階を踏んで実施します。登校しない日は、「家庭学習日」です。 

   【午前中２時間】 

    第１グループ（Ａ班～Ｉ１班）・・・６月１日（月）・３日（水） 

    第２グループ（Ｉ２班～Ｓ班）・・・６月２日（火）・４日（木） 

         ※通常通り（8:00～8:15）に班登校、10:40頃に下校（1、2日は班下校） 

     ＜予定＞６月１日（月）２日（火） 校外児童会 

 

 

   【午前中３時間】 

    第１グループ（Ａ班～Ｉ１班）・・・６月５日（金）・９日（火）・11日（木） 

    第２グループ（Ｉ２班～Ｓ班）・・・６月８日（月）・10日（水）・12日（金） 

         ※通常通り（8:00～8:15）に班登校、11:35頃に下校 

     ＜予定＞６月 ５日（金） ８日（月） 身体測定（５、６年） 

            ９日（火）１０日（水） 身体測定（３、４年） 

           １１日（木）１２日（金） 身体測定（１、２年） 

 

 

 ○通常のクラスによる保健安全指導周知期間 

  ・通常の学級人数による午前中（４時間）授業です。給食はありません。 

    ６月１５日（月）～６月１９日（金） 

         ※通常通り（8:00～8:15）に班登校、12:20頃に下校 

     ＜予定＞６月１６日（火）～２３日（火） 視力検査（６年から、１日１学年） 

 

 

 ○給食の喫食を伴う保健安全指導周知期間 

  ・通常の学級人数による午前中（４時間）授業です。給食を食べて下校します。 

    ・最初の４日間は、簡易給食（パン、牛乳、スープなど）です。 

    ６月２２日（月）～６月２６日（金） 

         ※通常通り（8:00～8:15）に班登校、13:20頃に下校  

     ＜予定＞６月２３日（火）創立記念日（授業日です） 

 

 

 ○通常運営における保健安全指導周知期間 

  ・通常の学級人数による、通常の時間割による授業とします。 

    ６月２９日（月）以降 

         ※通常通り（8:00～8:15）に班登校、学年の下校時刻に下校 

 ◎身体測定等は、器具等の消毒をしながら実施するため、想定以上に時間がかかることが 

  あります。それに伴って実施予定日が変わることがありますので、ご了解ください。 



加茂っ子の学びを止めないプロジェクト「整える」 

加茂小学校の感染予防対策 
～安心して通える加茂小学校をみんなでつくろう～ 

 

 川西市では、学校再開後の通常運営に向け、段階を踏んで進めていくこととなりました。 

 市教育委員会の方針のもと、加茂小学校として具体的に取り組んでいく感染予防対策の概

要をお知らせします。「３つの密」（密閉・密集・密接）を避けることを基本に、感染予防

対策を進めていきます。 

 また、子ども自身が自らの健康管理を行っていく意識を高め、行動することが大切です。

担任等から様々な場面で呼びかけ、指導していきます。おうちでの検温を含め、保護者の皆

様からもお子様の健康意識を高める言葉かけをよろしくお願いいたします。 

 みんなで取り組み、みんなが安心して楽しく過ごせる学校をつくっていきます。 

 この内容は６月１日時点のものです。今後の状況によって変更することがあります。 

 

１ 朝の健康観察  
  中央玄関と教室で登校してきた子どもの健康状態を確かめます。 

  中央玄関では、検温したかどうかを尋ねる掲示を見て、子ども自身が自分を健康の状態 

 を振り返ります。それにより、自分の健康を自分で守る意識を高めます。 

  教室では、健康観察カードを机の上に出して、担任が子どもの健康状態を確かめます。 

 健康観察カードを机の上に出すことで、子どもの意識を高めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

       （中央玄関の掲示）           （健康観察カード） 

 

２ マスクの着用  
  登校から下校まで、喫食時と体育の一部を除いてマス 

 クを着用させます。おうちからマスクをつけて送り出し 

 ていただければ幸いです。なお、６月以降の登下校時、  

 暑くてしんどいときは、周りに人がいないことなど、周 

 囲への配慮をしたうえで外すことも可とします。        （マスク） 



 

 

３ 手洗い  
  手洗いが感染予防の基本です。以下の場面は必ず、他の場面でも必要な時には、石けん 

 でていねいに洗うように指導します。 

 （泡石けんの設置本数も増やします） 

   ①外から入ったとき（登校後すぐ、遊んだ後など） 

   ②食事の前（給食当番は消毒も） 

   ③そうじの後 

   ④トイレの後     これ以外にも 

   ⑤帰る前         必要なときに！ 

   ⑥みんなで使うもの（クラスのマジックなど）を 

    使う前と後（物の貸し借りはしません） 

                              （手洗いを勧める掲示） 

４ 換気など   
  教室の窓は、常に２つの方向を開けて、空気が通るようにします。 

  子どもの席の間をできるだけ開け、対面しないようにします。 

  保健室は、けがの対応をする場所と体調不良の対応をする場所とをビニールを張って 

 分け、別々に対応するようにしています。 

 

５ 環境の消毒など  
  放課後、教室の机やいす、ドアの取っ手、カバンの棚など子ど 

 もたちがふれる場所を、消毒用アルコール、薄めた次亜塩素酸ナ 

 トリウム水溶液で消毒します。 

  当分の間（通常の時間割に戻るまで）、トイレの掃除は教職員 

 で行います。 

                               （消毒用アルコール） 

６ 相手の心を考えた行動  
  心ない言葉や行動は、人を傷つけます。新型コロナウイルスのために差別やいじめを受 

 ける人が出ることのないよう、相手の心を考えた行動をするよう指導します。 

 

７ 学校行事  
  「密」を避ける「新しい生活様式」のもとでの学校生活、学校行事が求められています。 

  臨時休業による授業時数の減少を考慮したうえで、６月以降の学校行事について、その意 

 義を改めて考え、中止も含めたあり方を検討し、新たな学校行事を創造します。 


